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主
な
議
案
の
説
明

【
議
案
第
42
号
】む
つ
市
道
の
駅
整
備
基
本
構
想
策

定
委
員
会
条
例

　
　

む
つ
市
道
の
駅
整
備
事
業
に
お
い
て
、
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
基
本
構
想
を
策
定
す

る
た
め
、
附
属
機
関
を
設
置
す
る
も
の

【
議
案
第
43
号
】む
つ
市
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

む
つ
市
民
体
育
館
用
地
を
一
部
事
務
組
合

下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
貸
与
す
る
た
め
、
当

該
施
設
の
用
途
を
廃
止
す
る
も
の

【
議
案
第
48
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
に
係
る
各
種
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
に
要

す
る
経
費
の
ほ
か
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
の
た
め
ウ
イ
ン
ド
レ
ス
鶏
舎
建
設
を
行
う

農
事
組
合
法
人
に
対
す
る
補
助
金
、
田
名
部

ま
ち
な
か
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
の
円
滑

な
推
進
の
た
め
、
田
名
部
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
に
対
す
る
出
資
金
等
を
計
上
し
た
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
支
出
金
に
歳

出
と
の
関
連
に
お
い
て
補
助
見
込
額
を
、
寄

附
金
に
は
教
育
費
寄
附
金
お
よ
び
医
療
施
設

整
備
事
業
費
寄
附
金
を
、
市
債
に
は
事
業
と

の
関
連
に
お
い
て
借
入
見
込
額
を
計
上
し
た

ほ
か
、
補
正
財
源
を
調
整
す
る
た
め
財
政
調

整
基
金
を
取
崩
し
た
も
の

　

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

２
億
７
７
６
０
万
７
０
０
０
円

【
議
案
第
50
号
】工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
（
市
立

脇
野
沢
小
学
校
建
設
工
事
（
建
築
工
事
）に
係
る
工

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
）

・
契
約
の
目
的　

市
立
脇
野
沢
小
学
校
建
設
工
事

（
建
築
工
事
）

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額　

１
億
９
３
８
６
万
円

・
契
約
の
相
手
方　

山
内
土
木
株
式
会
社

【
議
案
第
51
号
】財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
む
つ
市

消
防
団
む
つ
消
防
団
第
３
分
団
配
備
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
た
め
の
も

の
）

・
取
得
す
る
財
産　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｓ
装
置
付
）１
台

・
契
約
の
相
手
方　

有
限
会
社
丸
栄
消
機

・
取
得
価
格　

３
７
４
７
万
６
０
０
０
円

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

【
議
案
第
52
号
】財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
む
つ
市

役
所
本
庁
舎
配
備
の
除
雪
ド
ー
ザ
を
老
朽
化
に
伴

い
更
新
す
る
た
め
の
も
の
）

・
取
得
す
る
財
産　

除
雪
ド
ー
ザ（
11
ト
ン
級
）

　

１
台

・
契
約
の
相
手
方　

コ
マ
ツ
建
機
販
売
株
式
会
社 

東
北
カ
ン
パ
ニ
ー
八
戸
支
店
む
つ
営
業
所

・
取
得
価
格　

１
２
４
６
万
３
２
０
０
円

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

【
報
告
第
７
号
】平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　
　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
に
お
い
て
設
定
し

て
い
た
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
繰
越
計
算

書
を
調
製
し
報
告
す
る
も
の

・
翌
年
度
繰
越
額

　

14
億
２
１
６
７
万
７
０
０
０
円

〈
主
な
事
業
名
〉

　
　
「
む
つ
市
民
間
保
育
所
施
設
整
備
助
成
事

業
」、「
生
産
振
興
総
合
対
策
事
業
（
鶏
舎
建
設

事
業
）」、「
港
整
備
交
付
金
事
業
（
浜
奥
内
漁

港
）」、「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
支
援

事
業
」、「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

（
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
）」、「
横
迎
町
中

央
２
号
線
整
備
事
業
」、「
要
援
護
者
等
屋
内

退
避
施
設
確
保
事
業
」、
等

【
報
告
第
９
号
】平
成
26
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

　
　

緑
町
地
区
に
お
け
る
下
水
道
管
渠
工
事
に

お
い
て
、
堆
積
物
除
去
に
不
測
の
日
数
を
要

し
た
事
由
に
よ
り
年
度
内
に
完
了
し
な
か
っ

た
繰
越
し
事
業
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の

・
翌
年
度
繰
越
額　

３
２
９
６
万
４
０
０
０
円

【
報
告
第
25
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度
む

つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
）

　
　

平
成
26
年
度
予
算
の
歳
入
に
７
億
３
０
１
９

　

万
円
の
不
足
を
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
補
填
す
る
措
置
と
し
て
平

成
27
年
度
予
算
の
歳
入
を
繰
上
充
用
す
る
た

め
専
決
処
分
し
た
も
の
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【
議
案
第
42
号
】む
つ
市
道
の
駅
整
備
基
本
構
想
策
定

委
員
会
条
例

○
質
疑　

情
報
公
開
・
傍
聴
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
た
構
想
を
策
定
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

○
答
弁　

委
員
会
は
公
開
と
す
る
の
で
傍
聴
は
可
能

で
、
審
議
内
容
も
開
催
ご
と
に
概
要
を
ま
と
め
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

委
員
会
で
は
道
の
駅
の
運
営
コ
ン
セ
プ
ト
、
施
設

の
機
能
・
規
模
・
配
置
と
い
っ
た
整
備
計
画
、
管
理

運
営
方
法
等
を
検
討
、協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
議
案
第
43
号
】む
つ
市
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
質
疑　

体
育
館
用
地
を
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療

セ
ン
タ
ー
へ
貸
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
と
今

後
の
計
画
は
。

○
答
弁　

む
つ
総
合
病
院
で
計
画
さ
れ
て
い
る
人
工

透
析
施
設
の
建
設
に
伴
い
、
体
育
館
用
地
を
む
つ

総
合
病
院
の
駐
車
場
用
地
と
し
て
使
用
し
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
検
討
し
た
結
果
、
新
体
育
館

の
建
設
用
地
と
し
て
適
地
で
は
な
く
病
院
用
地
と

し
て
利
用
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

　
　

下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
に
市
民
体
育

館
を
解
体
し
、
平
成
28
年
度
に
駐
車
場
と
し
て
整

備
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

【
議
案
第
48
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算

○
質
疑　

人
工
透
析
施
設
整
備
事
業
の
具
体
的
内
容
は
。

○
答
弁　

下
北
地
域
に
お
け
る
透
析
患
者
の
増
加
に

対
応
し
透
析
を
必
要
と
す
る
方
す
べ
て
が
地
元
で
治

療
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
人
工
透
析
施
設
を

建
設
し
透
析
病
床
を
20
床
増
の
50
床
と
す
る
も
の
。

　
　

施
設
は
２
階
建
て
、
床
面
積
は
１
階
・
２
階
そ

れ
ぞ
れ
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
事
業
費
は
平

成
27
年
度
・
28
年
度
の
２
か
年
で
約
９
億
円
を
予

定
し
て
い
る
。

○
質
疑　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
今
後
の
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

○
答
弁　

今
年
10
月
に
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド
を

住
民
票
の
住
所
に
送
付
し
、
来
年
１
月
に
は
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
発
行
お
よ
び
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
シ
ス
テ
ム
面
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
・
税
関

係
の
シ
ス
テ
ム
改
修
後
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
他
自

治
体
等
と
情
報
連
携
が
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

○
質
疑　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
よ
り
何
が
変

わ
る
の
か
。

○
答
弁　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
例
え
ば
児
童
手

当
等
の
所
得
と
か
税
額
に
よ
り
制
限
が
あ
る
社
会

保
障
関
係
の
給
付
を
申
請
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で

は
受
給
資
格
を
証
明
す
る
た
め
に
所
得
証
明
書
等

の
提
出
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
税
務
署
や

市
の
他
の
課
等
か
ら
入
手
し
て
提
出
す
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
情
報
連
携
が
始
ま
れ
ば
、
市
の
窓
口

で
申
請
す
る
際
に
添
付
書
類
が
不
要
と
な
る
。

○
質
疑　

年
金
の
情
報
漏
洩
事
例
な
ど
が
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、む
つ
市
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
不
安
は
な
い
か
。

○
答
弁　

制
度
面
で
は
番
号
を
含
む
個
人
情
報
、
い

わ
ゆ
る
特
定
個
人
情
報
の
収
集
や
保
管
、
フ
ァ
イ

ル
の
作
成
等
は
禁
止
さ
れ
る
。
ま
た
特
定
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
を
監
視
、
監
督
す
る
国
の
組
織
と

な
る
「
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」に
対
し
、
自

治
体
は
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
自
ら
評
価

す
る
「
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
」を
実
施
し
て
委

員
会
へ
提
出
、
公
表
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

罰
則
も
強
化
さ
れ
何
重
も
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　

シ
ス
テ
ム
面
で
は
国
等
で
一
元
化
せ
ず
各
機
関
ご

と
に
分
散
管
理
す
る
こ
と
や
情
報
連
携
の
際
に
デ
ー

タ
を
暗
号
化
す
る
こ
と
、
ま
た
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人

の
制
限
を
付
す
な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
国
の
対
策
に
加
え
、
個
人
番
号
の
利
用

に
よ
る
新
た
な
事
務
の
流
れ
を
各
担
当
で
作
成
す
る

ほ
か
、
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
担
当
者
の
ア
ク
セ
ス
制

限
を
強
化
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
漏
洩

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
報
告
第
９
号
】平
成
26
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

○
質
疑　

緑
町
地
区
に
お
け
る
下
水
道
管
渠
工
事
に

お
い
て
、
堆
積
物
除
去
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

○
答
弁　

工
事
の
最
終
段
階
で
マ
ン
ホ
ー
ル
を
安
定

さ
せ
る
た
め
外
周
に
モ
ル
タ
ル
を
充
填
す
る
作
業

の
際
に
、
下
水
道
管
と
マ
ン
ホ
ー
ル
の
接
続
部
分

の
シ
ー
リ
ン
グ
が
破
損
し
、
充
填
し
た
モ
ル
タ
ル

が
マ
ン
ホ
ー
ル
内
と
下
水
道
管
内
に
流
入
し
て
堆

積
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

業
者
は
当
初
、
流
入
し
た
モ
ル
タ
ル
は
少
量
だ

と
想
定
し
、
モ
ル
タ
ル
の
除
去
作
業
を
進
め
て
い

た
が
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
想
定
を
超
え
た
多
量
の

流
入
が
判
明
し
た
た
め
、
そ
の
除
去
の
た
め
の
工

法
の
選
定
や
、
機
材
の
手
配
、
モ
ル
タ
ル
除
去
後

の
管
内
の
補
修
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
繰
越

し
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

【
報
告
第
25
号
】平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

○
質
疑　

国
保
会
計
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は
。

○
答
弁　

平
成
26
年
度
の
現
状
と
し
て
は
、
平
成
25
年

度
に
策
定
さ
れ
た
国
保
財
政
健
全
化
指
針
に
基
づ
き
、

累
積
赤
字
の
解
消
に
向
け
た
一
般
会
計
に
よ
る
財
政

健
全
化
支
援
、
税
率
改
正
に
よ
る
収
入
の
確
保
の
ほ

か
、
高
額
な
医
療
費
を
伴
う
被
保
険
者
の
減
少
等
で

約
３
０
０
０
万
円
の
赤
字
額
が
圧
縮
さ
れ
た
が
、
繰

上
充
用
額
７
億
３
０
１
９
万
円
を
計
上
し
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
国
保
税
の
収
入
確

保
と
医
療
費
適
正
化
を
一
層
推
し
進
め
、
医
療
保

険
制
度
改
革
に
よ
る
保
険
者
支
援
制
度
の
拡
充
も

加
え
た
平
成
27
年
度
の
決
算
見
込
み
や
平
成
28
年

度
以
降
の
動
向
等
を
考
慮
し
つ
つ
見
定
め
て
い
き

た
い
。
な
お
、
諮
問
答
申
さ
れ
た
２
回
目
の
税
率

改
正
を
含
め
た
具
体
的
な
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
時
間
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

   

討
論（
反
対
討
論
）

　
　
次
の
２
議
案
・
１
報
告
・
１
議
員
提
出
議
案

に
対
し
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

○
議
案
第
48
号 

平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算

○
議
案
第
49
号 

平
成
27
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

○
報
告
第
18
号 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
む
つ
市
介
護
老

人
保
健
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
議
員
提
出
議
案
第
３
号
　「
安
全
保
障
関
連
法

案
」（
戦
争
法
案
）の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書

  

議
員
提
出
議
案（
否
決
）

【
議
員
提
出
議
案
第
３
号
】

　「
安
全
保
障
関
連
法
案
」（
戦
争
法
案
）の
廃
案
を

求
め
る
意
見
書

議案質疑・討論等議案賛否一覧 議案に対し、通告のあった質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。本定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

議会だより
２０１５．７．２４

議会だより
２０１５．７．２４

賛否の分かれた案件

議

決

結

果

賛否

市誠クラブ 公明・政友会 新生むつ 自民クラブ 一心クラブ 会派に属しない議員
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生
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白
　
井
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郎

山
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斉
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大
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富
　
岡
　
　
　
修
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木
　
隆
　
徳

横
　
垣
　
成
　
年

工
　
藤
　
孝
　
夫

佐
々
木
　
　
　
肇

川
　
下
　
八
十
美

目
　
時
　
睦
　
男

村
　
川
　
壽
　
司

◆議案第 48 号 平成 27 年度むつ市一般会
計補正予算

原案
可決 20：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 49 号 平成 27 年度むつ市介護保
険特別会計補正予算

原案
可決 20：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議案第 13 号 専決処分した事項の報告
及び承認を求めることについて（むつ市
税条例等の一部を改正する条例）

承認 22：1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ● 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆議案第 18 号 専決処分した事項の報告
及び承認を求めることについて（むつ市
介護老人保健施設条例の一部を改正す
る条例）

承認 20：3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○

◆議員提出議案第３号 「安全保障関連法
案」（戦争法案）の廃案を求める意見書 否決 5：15 ● ○ 退 ● ● ● ○ ● － ● 退 ● ● ● ● 欠 ● 退 ● ○ ○ ● ● ○ ●

会派名
議員氏名

議案名

※○は賛成、●は反対、「欠」は欠席または採決の際に不在の者、「退」は退席、「除」は除斥（地方自治法第 117条の規定により、審議事件と一定の利害関係
を有するため審議に参与することができない者）。議長（山本留義）は採決に加わらない。（全議員 25名　採決対象議員数 24名）

◆議案第 52号　財産の取得について（むつ市役所本庁舎配備
の除雪ドーザを老朽化に伴い更新するためのもの）
◆報告第12号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市市民協働まちづくり会議条例及びむつ
市男女共同参画推進委員会条例の一部を改正する条例）
◆報告第14号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）
◆報告第15号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市半島振興対策実施地域に係る固定資
産税の特別措置に関する条例の一部を改正する条例）

◆報告第16号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（旧川内町、旧大畑町及び旧脇野沢村過疎地域
における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改正
する条例）
◆報告第17号　専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ
とについて（むつ市国民健康保険条例の一部を改正する条例）
◆報告第 20号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成 26年度むつ市国民健康保険特別会計補
正予算）
◆報告第 21号　専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ
とについて（平成26年度むつ市下水道事業特別会計補正予算）
◆報告第 22号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成２６年度むつ市公共用地取得事業特別会
計補正予算）

◆報告第 23号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（むつ市介護保険条例の一部を改正する条例）
◆報告第 24号　専決処分した事項の報告及び承認を求めるこ
とについて（平成２７年度むつ市介護保険特別会計補正予算）
◆報告第 25号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成２７年度むつ市国民健康保険特別会計補
正予算）

→

全会一致で原案可決･同意･承認となった案件および報告の
みの案件：6月18日採決　【欠席（不在）1： 村中徹也】
◆議案第 46号　むつ市固定資産評価審査委員会の委員に選
任する者につき同意を求めることについて

◆議案第 47号　人権擁護委員の候補者に推薦する者につき
意見を求めることについて
◆報告第７号　平成 26年度むつ市一般会計繰越明許費繰越
計算書

◆報告第８号　平成 26年度むつ市一般会計事故繰越し繰越
計算書

◆報告第９号　平成 26年度むつ市下水道事業特別会計事故
繰越し繰越計算書

◆報告第10号　平成 26年度むつ市水道事業会計継続費繰越
計算書

◆報告第11号　専決処分した事項の報告について（和解及び
損害賠償の額を定めることについて）

◆報告第19号　専決処分した事項の報告及び承認を求める
ことについて（平成 26年度むつ市一般会計補正予算）

全会一致で原案可決･承認となった案件：6月26日採決
【欠席（不在）1： 村中徹也】
◆議案第 42号　むつ市道の駅整備基本構想策定委員会条例
◆議案第 43号　むつ市体育館条例の一部を改正する条例
◆議案第 44号　青森県市町村職員退職手当組合を組織する
地方公共団体数の減少及び青森県市町村職員退職手当組合
規約の変更について

◆議案第 45号　青森県市町村総合事務組合を組織する地方
公共団体数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の変
更について
◆議案第50号　工事請負契約について（市立脇野沢小学校建設
工事（建築工事）に係る工事請負契約を締結するためのもの）
◆議案第 51号　財産の取得について（むつ市消防団むつ消防
団第３分団配備の消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新す
るためのもの）
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●質問　コンパクトシティ
のまちづくりについて、
モデル地域を設定し着手するのか。

●答弁　田名部まちなか再生事業は民間主
導によって進められ、歩いて暮らせるま
ちづくりであり、いうなれば、コンパク
トシティ構想における先導的なモデル
ケースであると考えている。

●質問　地場産業育成の取り組みについて、
地場産業の振興を図るために考えている
基本的な方針は。

●答弁　１次産業を生業として努力してい
る生産者の所得向上を図るため、安定生
産に資する施策に加え、高付加価値化や
ブランドの拡大などの支援をしていく。

※上記のほか「国道 338 号大湊Ⅱ期バイパ
スについて」、「当地域を震源として４月
23 日に発生した地震について」 の質問が
ありました。

●質問　「空家等対策の推
進に関する特別措置法」
でむつ市はどのように変わるのか。

●答弁　命令に従わなければ 50 万円以
下の過料が科せられる他、行政代執行
が可能になる。

●質問　小・中学校の通学路にある空き
家に対しての措置は今後どうするのか。

●答弁　どこの空き家を解体していくか
については、空き家の計画を立てて、む
つ市としてどこが特定空家に該当するの
か等を明確にしたうえで進めていくこと
だと考えており、個別の事案については
その後に議論する事項だと考えている。

●質問　民生委員協力員制度導入について
●答弁　民生委員の負担軽減と新たな地
域福祉の担い手を確保することが必須
であると考えていることから今後研究
していきたい。

●質問　就任１年を迎えた
現在の心境は。

●答弁　１分１秒を無駄にすることなく、
自分自身の成長がむつ市の成長につなが
ると信じ、１日１日を大切にしている。

●質問　日本の安保政策の歴史的転換につ
いて、自衛隊が所在する自治体の長とし
ての考えは。

●答弁　あえて自衛隊の所在する自治体の
長としての認識を申し上げれば、我が国
の国際情勢が日々刻々と変化していく中
で世界平和を維持するために、国際社会
での協力体制は欠かせないもので、今後、
自衛隊の役割も増大するものと認識して
いる。

※上記のほか「「空家等対策の推進に関する
特別措置法」の全面施行に関連して」、「観
光交流センター「北の防人大湊　安渡館」
の活性化について」 の質問がありました。

大瀧 次男 議員菊池 光弘 議員浅利 竹二郎 議員

●質問　町内自治およびき
め細かい交流の観点から
敬老会を見直してはどうか。

●答弁　まだ新しい形で始めたばかりな
ので、当面は現行のままで行っていく。
ただし、市民や関係者の意見を伺いつ
つ考えていきたい。

●質問　中学校の部活動の種目を生徒の
意思によるアンケート等で確認してみ
たり、また、見直しのできる環境づく
りについて。

●答弁　部活動の再編が必要であると判
断した場合については、生徒の意思確
認のためのアンケート調査等が実施さ
れる。保護者から要請があった場合は、
今後の児童・生徒数を勘案し、さまざ
まな視点から協議をしていく。最終的
には各学校での総合的判断に委ねるこ
ととなる。

●質問　むつ市創生につい
て、地域経済活性化のた
めには外貨を稼ぐ水産加工、製造業の
育成が必要と思われるが、大畑地域の
加工団地に対しソフト、ハード面での
補助制度はあるのか。

●答弁　今年度水産庁の新規事業で「水産
物輸出倍増環境整備対策事業」がある。
水産加工施設の改修整備によりハサッ
プ認定促進を目的とした事業である。
また、現在、魚市場整備でも活用して
いる「産地水産強化支援事業」もあり要
望があれば丁寧に対応していく。

●質問　国有林については下北森林管理
署と密接に連絡を取り、森づくりの林
業と雇用安定や拡大に努力するべきと
思うが。

●答弁　努力していく。

●質問　生活困窮者自立支
援法と生活保護法との違
いについて。

●答弁　生活困窮者を側面から就労や住
居等について支援するもので、生活保
護に至る前の段階で積極的に自立支援
するための法律である。

●質問　支援員の運営主体と人数は。また
支援員に国からの交付税措置はあるのか。

●答弁　支援員は直営で市職員は２名増
員となる。交付税は国から４分の３が
措置される。

●質問　ハローワークとの連携について。
●答弁　支援員はハローワークと連携し、
就労の機会の提供や、就労に必要な訓
練を日常生活自立、社会生活自立段階
から有期で実施する等が考えられる。

※上記のほか「漁業振興について」、「下水発
電の利用について」 の質問がありました。

佐賀 英生 議員濵田 栄子 議員東　健而 議員

●質問　六ヶ所再処理施設、東通原発、大間原
発で同時に事故・災害が発生した場合を想定
した避難計画は検討しているのか。

●答弁　大間原発が稼働した場合、東通原発を
想定した場合より 6,300 人多い５万 9,700 人が対象となり、
大間原発が完成する 2020 年 12 月をめどに原子力避難対策検
討会で計画されると思われる。

●質問　制度改正による貸切バス料金値上げに対し、父母の負担軽減
を図るため高校通学家庭に支援金（補助金）を支給する考えはないか。

●答弁　厳しい財政事情から支援は難しいが、国に対し地域性
を考慮した対策と、教育関係の利用に配慮した措置を今後も
要望していく。

※上記のほか「空き家対策について」 の質問がありました。

目時 睦男 議員
●質問　政府の地方創生施策に対し、むつ市で
はどのような事業を考えているのか。

●答弁　当市としては国からの支援を活用すべ
く、創意工夫しながら将来にわたって活力あ
るむつ市の維持、発展につながる施策を展開していきたい。

●質問　むつ・下北地方の経済活性化をどのように考えているの
か。

●答弁　雇用の増加や人口減少の歯止めと当市が抱える課題解決
のため、１次産業の支援および観光施策を積極的に実施して
いきたい。

※上記のほか「市長の政治姿勢について」、「廃校後の処置につい
て」、「認知症高齢者について」 の質問がありました。

半田 義秋 議員

●質問　空き家対策につい
て。

●答弁　防災や衛生、景観など分野横断
的な対策を記載し、統合的な計画策定
に官民一体となり協議会を設立させ着
手する。

●質問　子育て支援・学童保育充実につ
いて。

●答弁　むつ地区８校、川内地区１校の
合計９校で実施。待機児童はいない。
課題は長期休業等の朝開設時間午前７
時 45 分の見直しであり内部で検討中
である。

●質問　教育環境の整備、スクールバス
運行事業は地域事情を考慮できないか。

●答弁　６地区・13 路線でバス事業者に
委託契約し、統廃合により閉校した学
区を対象に安全確保と保護者の経済負
担軽減のために行っている。

●質問　燧岳（ひうちだけ）地
熱発電関連事業について。

●答弁　燧岳周辺での地熱利用について、
連携協定を結んだ弘前大学北日本新エネ
ルギー研究所と協力し地熱資源を確認す
るための地表調査に着手する。地表調査
は石油天然ガス金属鉱物資源機構の助成
金を活用し７月から来年２月まで実施、
有望地が見つかった場合、来年度以降は
掘削調査などに取り組みたい。発電所操
業までには一般的に約 10 年必要。

●質問　燧岳、地熱発電、山の湯温泉、
不動の滝並びに三階の滝のコントラス
トを活かし（仮称）後期高齢者憩いの家
建設を。

●答弁　憩いの家建設については現時点
では難しいが、世界最大の露天風呂で
あるアイスランドのブルーラグーン下
北版のような夢を追いかけていきたい。

●質問　森林伐採後の自然
災害発生防止を目指す林
業の施業方法を行う必要がある。その
ためにも災害危険流域は杉の植林はせ
ず広葉樹の天然林として育成する方法
にすべき。

●答弁　指摘の箇所は川内町畑地区畑沢
渓流を含む国有林であるが、民家 42
戸および地区公民館と神社が保全対象
で土石流危険箇所に指定されている。
平成 20 年県事業により砂防堰堤も建
設されている。下北森林管理署では杉
等の針葉樹を植栽する計画と伺ってい
るが、市としては保水力の高い広葉樹
等の植栽を要望していく。

※上記のほか「害虫対策について」 の質問
がありました。

鎌田 ちよ子 議員川下 八十美 議員工藤 孝夫 議員

●質問　創業支援事業計画の概
要とむつ市の役割について。

●答弁　産業競争力強化法に基づき「むつ
市創業支援事業計画」を策定し５月 20 日
に認定を受けた。経営・財務・人材育成・
販路開拓などのノウハウを学ぶ「創業塾」
の開催や、相談窓口を商工観光課に一元
化するなど支援体制を整えて年間 18 名
以上の創業・起業を目標に掲げている。

●質問　第３次産業におけるイノベー
ションと生産性の向上について。

●答弁　むつ市における就業者の 71.5％を占め
ている。活性化の支援策として、経営基盤強
化のための資金調達支援やプレミアム商品券
発行事業など行っている。「むつ市総合戦略」
の中でも第３次産業へのアプローチによる働
く場の確保についてもしっかり議論する。

※上記のほか「自治体の投資による経済波及効果につ
いて」、「教育行政について」 の質問がありました。

●質問　来さまい館、中央
公民館、むつ総合病院に
も期日前投票所を開設すべきと思うが。

●答弁　社会情勢の推移も参考にし研究
していく。

●質問　苫生小学校などで実施した花の
まちづくり活動を通したコミュニティ
づくりへの市の支援策は。

●答弁　すばらしい活動だと思う。詳し
い情報提供があれば、市として対応を
検討したい。

●質問　燧岳（ひうちだけ）周辺地熱発電事業
の発電量の推定はいつ頃発表できるのか。

●答弁　来年度以降に予定されている掘
削調査後になる。

●質問　地熱発電事業に対応して、市の
組織を強化する必要があると思うが。

●答弁　事業の推移を見ながら適宜体制
を見直していく。

●質問　この３年間の落札
率はどのようになってい
るか。総務省は「指名競争入札は談合
が行われやすい」と努力義務だが、「一
般競争入札にすべき」と指導している。
県内 10 市の中でむつ市のみ指名競争
入札となっていることは問題である。
総務省の指導に従い一般競争入札に改
めるべき。

●答弁　落札率は、平成 24 年度 95.1％、
平 成 25 年 度 95.4 ％、 平 成 26 年 度
95.0％となっている。むつ市は、地元
発注による地域経済の活性化や適正な
受注価格による品質確保に重点を置
き、指名競争入札を採用している。

※上記のほか「合併について」、「原子力
について」 の質問がありました。

中村 正志 議員石田 勝弘 議員横垣 成年 議員

第２回 むつ市議会議会報告会および市民との意見交換会に
ご来場いただきありがとうございました。

　むつ市議会は、議会活動に関する情報公開を徹底するとともに、市民に対する説明責任を十
分に果たし、市民の意見を議会活動に反映させることを目的として、昨年７月の開催以来２度
目の議会報告会および市民との意見交換会を5月28日（木）と6月1日（月）に開催しました。
　今回も、前回同様 25人の議員が市内 4会場に分かれて開催しましたが、私たちの周知不足
などもあり、参加者が前回より減少する結果となりました。お忙しい中ご参加いただきました
市民のみなさまに、心より感謝申し上げます。
　みなさま方からいただきましたご意見・ご提言等につきましては、今後のむつ市議会の議会
運営に反映させ、より良い方向で、むつ市の未来のための政策提言としていくよう、議員一同
努力してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

一般質問一般質問 このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。(議員が作成した原稿により掲載しています。)6 月12日、15日、16日、17日の４日間で、14人の議員が一般質問を行いました。

議会だより
２０１５．７．２４

議会だより
２０１５．７．２４

○参加状況調べ

男性 女性 合計

5月28日 20名 3名 23名

6月   1日 22名 3名 25名

合　計 42名 6名 48名

男女割合 87.5% 12.5% 100%

北
の
防
人
大
湊
安
渡
館

（
５
月
28
日
）
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【
総
務
教
育
常
任
委
員
会
】

○
６
月
18
日
付
託
議
案
審
査

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
４
議

案
・
５
報
告
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求

め
審
査
を
行
い
、
４
議
案
・
５
報
告
全
て
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
議
案
第
50
号 

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

Ｑ
脇
野
沢
小
学
校
の
建
設
工
事
の
う
ち
建
築
工
事

に
係
る
工
事
請
負
契
約
の
落
札
率
は
。

Ａ
税
込
み
予
定
価
格
２
億
２
０
０
万
円
に
対
し
、

税
込
み
落
札
額
が
１
億
９
３
８
６
万
円
で
落
札

率
は
96
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

・
報
告
第
13
号 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
む
つ
市
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

Ｑ
今
回
の
改
正
に
伴
う
税
収
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

Ａ
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
当
初
予

算
で
見
込
ん
で
い
た
約
３
４
０
万
円
が
減
収
と

な
る
。
ま
た
、
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
特
例

税
率
が
廃
止
と
な
る
平
成
31
年
度
の
時
点
に
お

い
て
、
消
費
量
を
現
在
と
同
量
と
し
た
場
合
約

２
２
０
０
万
円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
行
政
視
察（
５
月
12
日
〜
15
日
）

・
基
地
対
策
に
つ
い
て（
広
島
県
呉
市
）

・
下
関
市
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て（
山
口
県
下
関
市
）

○
所
管
事
務
調
査

・
指
定
避
難
場
所
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

・
小
・
中
学
校
の
耐
震
対
策
状
況
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

○
６
月
18
日
付
託
議
案
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
に
付
託
さ
れ
た
２
議
案
・

１
報
告
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審

査
を
行
い
、
２
議
案
・
１
報
告
全
て
に
つ
い
て
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
議
案
第
42
号 

む
つ
市
道
の
駅
整
備
基
本
構
想
策

定
委
員
会
条
例

Ｑ
基
本
構
想
の
基
本
と
は
ど
の
程
度
ま
で
と
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
策
定
に
は
ど
れ
く
ら
い
の

期
間
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
策
定
委
員
会
で
は
運
営
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
施
設

の
機
能
、
規
模
、
配
置
と
い
っ
た
整
備
計
画
、

管
理
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
、
協
議
を
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
策
定
期
間
は
平
成
27

年
度
と
28
年
度
の
２
か
年
と
し
、
委
員
会
の
開

催
は
13
回
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
市
民
の
意
見
を
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
入
れ
て

い
く
の
か
。

Ａ
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

る
よ
う
な
調
査
等
も
検
討
し
な
が
ら
、
構
想
案

が
ま
と
ま
り
次
第
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
十
分
に
反
映
さ
せ
最
終
的

な
素
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
い
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
行
政
視
察（
５
月
12
日
〜
15
日
）

・
道
の
駅「
能
登
食
祭
市
場
」に
つ
い
て（
石
川
県
七

尾
市
）

・
道
の
駅「
あ
ら
い
」に
つ
い
て（
新
潟
県
妙
高
市
）

○
所
管
事
務
調
査

・「
北
の
防
人
大
湊
安
渡
館
」開
館
後
の
現
状
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て

・「
み
ど
り
の
さ
き
も
り
館
」開
館
後
の
現
状
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て

・「
道
の
駅
」の
現
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

【
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
】

○
６
月
18
日
付
託
議
案
審
査

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
２
議
案
・

７
報
告
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め
審
査

を
行
い
、
議
案
第
49
号
、
報
告
第
18
号
に
つ
い
て
は
、

反
対
討
論
が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ほ
か
１
議

案
・
６
報
告
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
報
告
第
25
号 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
）

Ｑ
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
財
政
健
全
化
指
針
に

基
づ
く
国
保
会
計
の
赤
字
解
消
計
画
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
の
か

Ａ
税
率
改
正
時
に
平
成
26
年
度
は
８
８
０
０
万
円

ほ
ど
の
赤
字
と
想
定
し
て
い
た
が
、
決
算
見
込

み
で
は
実
質
１
７
０
０
万
円
ほ
ど
の
赤
字
と
な

り
７
０
０
０
万
円
ほ
ど
圧
縮
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
医
療
保
険
制
度
改
革
に

伴
う
保
険
者
支
援
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
た
め
、

予
定
よ
り
早
く
赤
字
が
解
消
で
き
る
可
能
性
も

あ
る
が
、
医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
お
り
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
行
政
視
察（
５
月
19
日
〜
22
日
）

・
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て（
広
島
県
三
原
市
）

・
高
齢
者
対
策
に
つ
い

て（
愛
媛
県
今
治
市
）

○
所
管
事
務
調
査

・
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
運
営

事
業
の
現
状
と
今
後

の
見
込
み
に
つ
い
て

・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
の
現
状
と
今
後
の

見
込
み
に
つ
い
て

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　

今
定
例
会
に
お
い
て
全
国
市
議
会
議
長
会
特

別
表
彰
お
よ
び
一
般
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
工

藤
孝
夫
議
員
（
在
職
25
年
以
上
）、
石
田
勝
弘
議
員

（
在
職
20
年
以
上
）、
富
岡
幸
夫
議
員
（
在
職
15
年

以
上
）、
中
村
正
志
議
員
（
在
職
15
年
以
上
）、
富

岡
修
議
員（
在
職
15
年
以
上
）、
白
井
二
郎
議
員（
在

職
15
年
以
上
）、
目
時
睦
男
議
員
（
在
職
10
年
以

上
）、
受
賞
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
言
葉

で
は
あ
ら
わ
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
ご
苦
労
を
経
験

さ
れ
た
賜
物
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
に
お
い
て
は
委
員
長
を
含
め

３
名
が
受
賞
を
さ
れ
、
広
報
広
聴
活
動
に
お
け
る

議
論
が
な
お
一
層
深
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
２
回
目

の
発
行
を
迎
え
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を

反
映
す
る
議
会
で
あ
る
と
共
に
、
な
お
一
層
親
し

み
や
す
い
広
報
紙
面
づ
く
り
に
委
員
一
同
、
鋭
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご意見・ご感想はこちらまで

むつ市議会広報広聴委員会（議会事務局内）
〒035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　　　　　0175-22-1111
【広報広聴委員会　委員名簿】
◎委員長　中村 正志　○副委員長　上路 德昭
　目時 睦男、佐賀 英生、濵田 栄子
　富岡 　修、菊池 光弘、岡崎 健吾

【むつ市議会ホームページ】
 H http://www.city.mutsu.lg.jp
　　　　のバナーから アクセスしてください。

議会だより
２０１５．７．２４

※
各
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
報
告
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。


	21.pdf
	22-23
	24-25
	26

